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【手続補正書】
【提出日】平成23年11月4日(2011.11.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療流体を含むための内部体積を有するリザーバと、
　運動を有するピストンであって、該ピストンは、該医療流体を該リザーバから押し出さ
せる、ピストンと、
　光学センサであって、該光学センサは、基準ピストンに対する該ピストンの位置を決定
するように構成される、光学センサと
　を備える、医療流体分配装置。
【請求項２】
　前記ピストンに連結されたプランジャロッドをさらに備え、該プランジャロッドは、少
なくとも１つの符号化特徴の符号化パターンを支持し、該符号化特徴は、少なくとも１つ
の光学透過特徴を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　照明源をさらに備え、該照明源は、該照明源からの光が前記少なくとも１つの光学透過
特徴に透過されるように位置する、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの符号化特徴に透過される光を検出するための少なくとも１つの検
出器をさらに備える、請求項２に記載の装置。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの符号化特徴は、前記プランジャロッドに刻み付けられたスロット
である、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの符号化特徴は、穴である、請求項４に記載の装置。
【請求項７】
　前記ピストンに結合されたプランジャロッドをさらに備え、該プランジャロッドは、符
号化特徴の符号化パターンを支持し、該符号化特徴は、複数の光学的透過特徴を含む、請
求項１に記載の装置。
【請求項８】
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　前記符号化特徴の互いからの間隔は、任意の２つの隣接する空間が固有の配列を形成す
るような間隔を規定する、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記ピストンに結合されたプランジャロッドをさらに備え、該プランジャロッドは、少
なくとも１つの符号化特徴の符号化パターンを支持し、該符号化特徴は、少なくとも１つ
の反射特徴を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　照明源をさらに備え、該照明源は、該照明源からの光が前記少なくとも１つの反射特徴
に透過されるように位置する、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの符号化特徴により反射される光を検出するための少なくとも１つ
の検出器をさらに備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　前記ピストンに結合されたプランジャロッドをさらに備え、該プランジャロッドは、符
号化特徴の符号化パターンを支持し、該符号化特徴は、複数の反射特徴を含む、請求項１
に記載の装置。
【請求項１３】
　前記符号化特徴の互いからの間隔は、任意の２つの隣接する空間が固有の配列を形成す
るような間隔を規定する、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　医療流体を含むための内部体積を有するリザーバと、
　運動を有するピストンであって、該ピストンは、該医療流体を該リザーバから押し出さ
せる、ピストンと、
　該ピストンに結合されたプランジャロッドであって、該プランジャロッドは、少なくと
も１つの符号化特徴の符号化パターンを支持し、該符号化特徴は、少なくとも１つの反射
特徴を含む、プランジャロッドと、
　光学センサであって、該光学センサは、基準ピストンに対する該ピストンの位置を決定
するように構成される、光学センサと
　を備える、医療流体分配装置。
【請求項１５】
　照明源をさらに備え、該照明源は、該照明源からの光が前記少なくとも１つの反射特徴
に透過されるように位置する、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つの符号化特徴により反射される光を検出するための少なくとも１つ
の検出器をさらに備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記プランジャロッドは、複数の反射特徴を含む、請求項１４に記載の装置。
【請求項１８】
　前記符号化特徴の互いからの間隔は、任意の２つの隣接する空間が固有の配列を形成す
るような間隔を規定する、請求項１７に記載の装置。
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